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４月５日（木）例会報告 

会 報 

つ く ば 学 園 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ ＿  

古都鎌倉を訪ねて                             会長 増山 栄 

 

 ３月の１１日、１２日の両日、久し振りに妻とふたりで鎌倉を訪れた。 

目的のひとつは１９５１年に故坂倉準三氏（１９０１～１９６９）が設計した鶴岡八幡宮境内に建つ、神奈

川県立近代美術館・鎌倉館を観ることである。５６年経った今も平家池に迫出すように建つ軽快な姿は池に

浮いているようにみえる。１９５１年という歴史的な時点において、日本のモダニズム建築が到達していた

高い建築レベルを表した建築として世界的にも高い評価を得ている。古都鎌倉の歴史と自然に調和したその

美しい佇まいによって、モダニズムの普遍的な合理性と日本の伝統的な建築空間の特性とを絶妙に調和させ

た建築である。 

 坂倉事務所の現在は株式会社坂倉建築研究所となって多くの作品を設計されています。つくば国際会議場

（１９９９）や日立シビックセンター（１９９０）も手がけられていますので身近に感じられる方もいるか

と思います。 

 残念なことに神奈川県立美術

館・鎌倉館は私が学生だった頃受

けた感動は味わえませんでした。

それは、維持管理の悪さからなの

からかもしれない。しかも、３月

中旬の穏やかに晴れた日曜日の午

後というのに、ほとんど来館者が

いない状態であった。まさか、最

早その役目が終わったと言うのだ

ろうか？ 

 来館者より多い学芸員の姿に恐

縮しながら展示物を観ていたが、

中庭の中央に展示されたイサムノ

グチの彫刻だけが５６年間唯一変

わらずこの建築の持っている価値

を見つめ続けているような気がし

た。 

増山会長月例挨拶 
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つくば学園ロータリークラブ様 

筑波大学大学院・生命環境科学研究科・博士前期課程２年次 

 

 つくば学園ロータリークラブのご推薦を受けまして、07-08年度の国際親善奨学生になることができま

した浅井真康です。先日は例会に参加させていただき、ありがとうございました。さて、今年８月よりオ

ランダのワーゲニンゲン大学へ２年間留学させていただくことになりました。こうして皆さんにオランダ

留学決定の報告をすることができ、大変嬉しく思っております。 

 今回はまず簡単な自己紹介をさせていただきたいと思います。現在、私は筑波大学大学院で農業経済学

を専攻し、タイ中部の農村部を調査地として、環境保全型農業技術の普及について研究を行っています。

タイ国内では、現在でも農薬依存が根強く、過剰投与が行われている地域がたくさんあります。ところ

が、農薬に関する正しい知識を持ち、適時適量の散布を行えば、生産費用も低く、また農家の健康や自然

環境への負荷も少ないまま、通常通りの収穫を得ることができるのです。私が、このような研究に取り組

んでいるのも、水田などの農地に生息していた多様な生き物が絶滅の危機に瀕していることを知ったから

でした。生産性が優先される近年の農業活動には、以前のような豊かな生物を育む農村風景が見られなく

なってきています。ところが、私たちが普段口にしている野菜や果物の多くが花粉を求めてやってくる蜂

や蝶などの活動によって受粉されたものですし、害虫とされる生物に対してもクモや鳥などの天敵生物を

利用することで農薬を使わなくてもある程度まで発生を抑制できます。このように、多様な生物から受け

る恩恵を明らかにし、生物への負荷が少なく、かつ経済的な農業をいかに行うかを考えることが重要であ

ると私は考えています。筑波大学では農業経済学を中心に勉強してきましたが、留学先のオランダでは保

全生物学という分野を中心に、多様な生物を保全するための理論や研究手法を勉強する予定です。 

 ドイツ国境に近いオランダ東南部に位置する留学先のワーゲニンゲン大学は、森に囲まれ、素晴らしい

自然環境に恵まれているようです。留学後には、学

業面だけではなく、オランダの衣食住など生活面の

様子も皆さんにご報告したいと思っています。楽し

みにしていてください。 

 ロータリアンの皆さんのお力によって自分の留学

が支えられていることを常に忘れず、これからも頑

張っていきたいと思います。今後ともどうぞよろし

くお願いいたします。 

浅井 真康様（07-08年度の国際親善奨学生）来訪 
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ニコニコＢＯＸ 

出席率 

本日の合計 ￥７１，０００－ 

本年度累計 ￥１，２８７，０００－ 

会員数 出席数 欠席数 内無届欠席数 出席率 

６３名  ５３名  ７名  ３名 ８８．３３％ 

出席免除 

３名 

ビジター 
浅井 真康 様  07～08年度 国際親善奨学生 （筑波大学 大学院生）  

大友 浩嗣 
先日、妻に、誕生日と結婚記念日を合わせて、1年ぶりにプレゼントをしました。そして自

分には自分でプレゼントをします。 

小城 豊 

結婚記念日祝い、ありがとうございました。先日、女房の車を買い替えた際、結婚記念日を

指定ナンバーに選んだそうです。理由は、自分のことをないがしろにしないように、という

ことでした。そんなつもりはないのですが… 

神林 章夫  

木村 真人 本日より入会となりました。よろしくお願いします。  

小堀 恒雄 私どもの“ギャラリー 遊”で、毎週月曜日、美人郡のタップダンスの練習を始めました。 

佐藤 裕光 
結婚記念の花、ありがとうございました。20年、ふしめの記念日、過去、現在、未来、各

ダイヤモンド1ヶずつ、20年分をおねだりされました。 

柴原 浩 
“春眠暁を覚えず” やっと目が覚めました。 

結婚記念日の花の美しいこと。ありがとうございました。 

鈴木 敏夫 “つくばフェスティバル”への皆様のご協力とご支援をお願いします。  

染谷 洪一 妻の誕生祝い、ありがとうございました。  

高橋 恵一 

「オークラフロンティアつくば」が、ホテルオークラの100％子会社になりました。ホテル

オークラグループのホテルは、外国も含めて17ありますが、全株式所有のホテルは、4社の

みになります。当ホテルは、総支配人が上海に栄転するため交代しますが、それ以外のス

タッフは変わりませんので、つくば市民企業として、今後とも、よろしくお願いします。 

古本 捷治 
花束ありがとうございます。本日今頃、太平洋の上のはずだったのですが、家内、インフル

エンザでキャンセル。2日前キャンセルなので、大枚とられました。又稼がなきゃ。 

奥様お誕生日おめでとうございます。 

４月の奥様誕生祝い 



つくば学園ロータリークラブ 
〒305-0047  
茨城県つくば市千現２丁目１番６ つくば研究支援センターＡ２８ 

電話 029-858-0100          FAX  029-858-0101 
Email:gakuenrc@axel.ocn.ne.jp 

■編集後記■ 

「疾きこと風の如く、徐かなること林の如く、侵略すること火の如く、動かざること山の如し」ご存知、

武田信玄が孫子の言葉に基づき軍旗に印した一節だ。現在放映されている大河ドラマ「風林火山」は、井

上靖の同名小説が原作となっているが、原作には無い独自の脚本によって主人公山本勘助の背景を描き盛

り上がりを見せている。毎回のストーリーの妙技と演出に併せ、役者の演技力が見ている者を唸らせる。

過去数回の大河ドラマでは、若手アイドルや人気女優を配してのつくりで視聴者層を広げるきっかけには

なっただろう。我が家の娘達も多少歴史に興味を持ち京都巡りをする等効果があったようだ。しかし主役

と脇を固める俳優達の演技力のギャップや現代風にアレンジしすぎの人物描写は、あまりに今の視聴者に

媚び過ぎていたようで違和感を覚えた。今回の「風林火山」は演技も脚本も久しぶりの本格派で毎週日曜

日の夜が楽しみになった。                      クラブ会報委員 齊藤 修一      

４月１２日（木） （夜の移動例会）観桜会 

         会場：ホテルグランド東雲 PM7:00～ 

 

４月１５日（日）に変更（移動例会）地区大会 県民文化センター 大ホール 

         集合時間：ＡＭ８：５０ 

         集合場所：ビジネスホテル松島 つくば市小野崎35 

               

４月１９日（木） 休会（４／１５地区大会と振替） 

 

４月２６日（木） 招待卓話『仏教法話』 

         社会福祉法人 創志会     理事長 新保 祐元 様 

 ホームページもご覧下さい 

 http://www.46gama.com/ 

例会日  木曜日 １２：３０～１３：３０ 

例会場  「オークラフロンティアつくば」 つくば市吾妻１丁目１３６４－１   
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プログラム 予告 


